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原子の厚みしかない究極的に薄い二次元構造体である「二次元物質」は、材料の多様性に加え、

積層や角度といった集積化のバリエーションが豊富で、新たなサイエンスから、電子・光デバイ

ス等への応用を含めて、多くの可能性を有している。 

特に、モアレが作り出す巨大原子にも似たポテンシャル場や層間励起子の生成など、二次元物

質の積層、あるいは面内接続を通じた新たな科学や応用の創出が期待される。さらに、積層した

二次元物質の間に作られる規則的な二次元ナノ空間の科学など、二次元物質の集積化に基づく新

しい研究フィールドの形成も期待される。 

本シンポジウムでは、本分野の第一線で活躍している研究者に、これまでの研究成果を紹介い

ただくとともに、今後の展望や挑戦についても議論していただき、新しいイノベーションの創出

につなげていくことを目指していく。 
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